
令和６年能登半島地震からの復旧・復興 ～ まちのみらいを創る～石川県志賀町

自治体の紹介

■位置 能登半島のほぼ真ん中
■人口 17,982人（R6.4.1現在）
■面積 246.76㎢

■町の特徴
南北に⾧く､海と山に囲まれた町
特産品は､ころ柿･甘えび･能登牛など
自然・文化・食の魅力が詰まった
人も風土も優しい町

■地震の被害
町内で最大震度７を観測
町内各所で、土砂崩れや津波が発生
町内全域で、家屋倒壊や断水、
道路の隆起や没没が発生

企業版ふるさと納税の過去事例

■みらいとうぶの造成（定住促進住宅地整備事業）
子育てしやすい環境が魅力！

・目的
新たな住宅地の造成、分譲を進め、若年層の
定住人口の確保と人口流出の防止を図る。
・成果
造成区画：89区画（完売）※現在新区画造成中
区の人口：323人（平均年齢25.75歳）
※町全体の平均年齢は56.6歳



■安心して住み続けられる基盤をつくる事業

①地域公共ネットワークの形成
・道路網の整備
地震により被災した町道の復旧に
かかる事業費は､推定６０億円
※令和5年度の寄附は当該事業に充当

・公共交通の利便性向上と利用促進

②災害に強い地域の形成

・住民組織の積極的な活動の推進
・自然災害、防火対策の推進 など

石川県志賀町

震災以降の企業版ふるさと納税の活用について

■令和６年能登半島地震により、町内全域で
道路の隆起や地割れが発生。

↓
本町で生活するには車や公共交通が必須。
※鉄道がないため、バス交通等が重要。

↓
町民が安心して暮らせる環境を整備するため､
まずは道路の復旧を進める。

町道(給分地内)の
被害

富来小学校横の
町道被害
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石川県志賀町

志賀町まち・ひと・しごと創生推進計画

令和６年能登半島地震からの復旧・復興 ～ まちのみらいを創る～

みらいの志賀町

発災直後から、たくさんの温かいご支援を賜り、
ようやく復興の足がかりが見えてきました！

■能登半島地震からの復興に向けたまちづくり

①公共インフラの強靭化

②防災施設の充実

③防災意識の啓発と醸成

④関係人口の拡大と維持

１日も早く、元の町の姿を取り戻し、

さらなる発展を遂げるために…

今後とも温かいご支援をお願いします。

志賀町は前を向き力強く歩んでいきます

■内閣府認定日
令和２年１１月６日

■目標
魅力と笑顔にあふれ、未来に躍進するまち

■内容
ア 地方における安定した雇用創出する事業
イ 地域へ新しい人の流れをつくる事業
ウ 地域への誇り･愛着を育てる事業
エ 結婚･出産･子育ての希望をかなえる事業
オ 安心して住み続けられる基盤をつくる事業
カ 誰もがいきいきのびのび活躍できる環境をつくる事業

志賀町の復興フェーズ・ニーズに合わせて、
いただいたご寄付を活用します。



企業のメリットと担当連絡先

石川県志賀町

■企業版ふるさと納税でご支援をお願いします
詳細はホームページをご覧ください。

https://www.town.shika.lg.jp/zaisei/policy_plan/ki
gyoubanfurusatotax.html

■企業の皆さまのメリット
町ホームページや広報誌等での情報公開

【連絡先】
志賀町企画財政課震災復旧復興創生室
担当 東（あずま）
TEL 0767-32-9301（直通）
Mail furusato-tax@town.shika.lg.jp

👈QRコードからもご覧いただけます。
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志賀町の景色（増穂浦海岸と世界一⾧いベンチ）

ギネスにも掲載された全⾧460.9ｍあるベンチ(右側)と
「日本の水浴場55選」に選ばれた海岸です。


